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2022年度 第81回（令和4年）全国産業安全衛生大会
オンデマンド配信期間：令和4年10月19日（水）~ 11月4日（金）

十文字学園女子大学名誉教授

田中 茂 stanaka@jumonji-u.ac.jp
今回の発表において、労働衛生保護具選定、使用のためのキーポイントを述べます。：
特に、大切と考えている内容をこのページに示しました。
1 化学防護手袋（手袋）の選定について：手袋メーカーが公表している使用化学物質に対す
る手袋素材の透過時間を確認して、手袋を選定、使用する。
2 有機ガス用吸収缶には活性炭が充填されており、低沸点の化学物質は、活性炭に対して吸
着されるものの脱着を生じ、作業者が化学物質に曝露されることがある。
3 防じんマスク、防毒マスクの面体の大きさが1種類しか市販されていないようである。マスク
メーカーに作業者の顔面にフィットする面体が選定できるよう、大きさの異なる面体を期待したい。
４ 防じんマスク、電動ファン付き呼吸用保護具のろ過材の交換は、フィルタ交換テスター等を用
いて行う。

(ビデオ作成は埼玉産業保健総合支援センターのご協力を頂いた）

１

化学防護手袋、防毒マスク、防じんマスクの正しい選定、装着＆廃棄を学ぶ

１： はじめに
化学物質取り扱い作業場では、作業者の吸入ばく露、経皮吸収ばく露を防護するために、労

働衛生保護具を装着して作業を行っている姿をよく見かける。しかし、作業者は保護具を装着し
ているだけ？で、曝露防護のために、適切に保護具の選定・装着・交換（廃棄）が行われてい
ない事例を見かける。

作業者曝露の最後の砦としての労働衛生保護具を見直してみませんか。
昨年度、全国産業安全衛生大会(東京大会)において、特別報告の発表の機会を頂き、多くの
参加者に講義を聴講して頂いた。今年度も、全国産業安全衛生大会(福岡大会）において、
保護具の適正使用について講義する機会を頂き、保護具の適正使用について講義を行う。

今回は、オンデマンドでの講義である。
オンデマンド配信期間：令和4年10月19日(水)~11月4日(金)で、多くの方
に聴講頂き、ご意見等を田中に頂ければ幸いです。

田中の発表が皆様の事業場における作業者の化学物質曝露の軽減に役立つことを願う。

２：化学防護手袋
２-1：田中の化学物質に対する手袋素材による透過時間の検索シス
テムの開発
・2001年：手袋の素材により使用化学物質に対する透過時間が異なることを日
本産業衛生学会で発表し、作業者の手袋の選定の重要性を指摘した。
・2003年：手袋メーカーが公表している324物質の使用化学物質に対する手袋
素材の透過時間を検索するシステムをマイクロソフトアクセツを用いて「保護具選定
のためのケミカルインデックス」として浅沼雄二君(浅沼コンサルタント事務所)と作成
した。
・2021年：マイクロソフトエクセルで化学防護手袋の検索するシステムを開発した。
・2022年：使用化学物質324物質に対する手袋の透過時間の一覧(ポスター）
を作成した。
2-2：参考図書
田中著 皮膚からの吸収・ばく露を防ぐ！-化学防護手袋の適正使用を学ぶ‐

出版 中央労働災害防止協会 第2版発行 平成30年10月17日

2-3：化学防護手袋の選定と使用
事業場に出向くと、JIS規格の化学防護手袋を使用しているから、どの化学物質
を取り扱うときでも、同一の手袋で経皮吸収を防げると思っていませんか？
手袋メーカーはJIS 規格に基づいて使用化学物質に対する手袋の素材毎に、透
過時間（使用できる時間）を調査、指導している。使用化学物質ﾆよって、透過時
間が異なる。今回、化学物質に対する各手袋メーカーがホームぺージ等に公表して
いる手袋素材に対する透過時間の一覧を作成した。 現在、日本では324物質を対
象に整理した。
一方、アメリカの情報として：書籍「Quick Selection Guide to 

Chemical Protective Clothing」 (Wiley社) が出版されており、875物質
を対象に使用化学物質に対する手袋の透過時間を公表している。
ぜひ、日本とアメリカの化学物質に対する手袋の透過時間の情報をチェックし、事
業場における手袋等の選定に役立てて頂きたい。
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2-4：手袋メーカーが公表している324物質の使用化学物質に対する手袋素材
の透過時間の関係 (6枚の表よりなる。必要であれば、手袋研究会にご連絡ください。化
学物質の欄に記載のない物質における手袋を選定する際には、手袋メーカー等にご相談するこ
とが望ましい。）

トルエンの手袋に対する透過時間の例
茶色： 1時間未満 緑色＞8 ：8時間以上

2-5：アメリカ情報 書籍 「 Quick Selection Guide to Chemical
Protective Clothing」(Wiley社)が出版されており、875物質を対象に使用化学物
質に対する手袋の透過時間を公表している。ぜひ、日本とアメリカの化学物質に対する手
袋の透過時間の情報をチェックし、手袋等の選定に役立てて頂きたい。大変わかりやすく解
説されており、情報が多いことをふまえて、手袋の選定の際に役立つと考える。

2-6：使用化学物質に対する透過時間の情報が得られてない場合

➢ 日本とアメリカの使用化学物質に対する手袋の透過時間をチェックする。
➢ 手袋メーカーや化学物質の製造メーカー等に相談、確認する。
➢ どうしても使用している化学物質に対する手袋の透過時間が得られない場合は、自社で下記の試験方
法を参照して行う。（下記の試験についてビデオを作成、手袋研究会にご連絡下さい）

3：有機ガス用吸収缶：活性炭が充填されている有機ガス用吸収缶において、
低沸点の化学物質の捕集を行うと、活性炭から化学物質が脱着を生じ、マスク
をしていても作業者が吸入曝露した。
(この写真は、沸点4℃の臭化メチルの曝露防護で有機ガス用吸収缶を使用し、
吸収缶内に脱着した臭化メチルを確認した）

当時、農林水産省は外国から輸入した穀物、木
材等に付着する病害虫を殺虫するために、全国の
港湾において毎日のように臭化メチルによる燻蒸
（消毒）が行われていた。
作業者の臭化メチル曝露調査を実施した結果、
マスク内の臭化メチル濃度が検出された。
マスクメーカーに協力して頂き、活性炭に薬剤を
コーティングして臭化メチルを反応で捕集する臭化
メチル専用の吸収缶を開発し、作業者の曝露を
防いだ。
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作業終了後、有機ガス用吸収缶(活性炭が充填）の入口側(面体との接続
側）に検知管を接続して測定した結果、吸収缶から臭化メチルガスが脱着して漏
洩していることが確認された。沸点の低い臭化メチル(4℃）は活性炭から脱着し
やすい
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3-1:有機ガス用吸収缶からの臭化メチルの脱着の確認 3-2：有機ガス用吸収缶における有機溶剤４６物質の同一条件での破過時間
（試験条件：300ppm 20℃ 50% 30L/分）

有機溶剤によって、吸収缶の使用できる時間（破過時間）が異なる。長時間使用すると活性炭

に有機溶剤が吸着捕集できなくなり、脱着、破過を生じ、作業者はばく露していた。沸点の低い有

機溶剤の破過時間は短い
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田中のデータ：有機溶剤４６物質

（300ppm 20℃ 50%）

各有機溶剤の破過時間 (B)
相対破過比＝

シクロヘキサンの破過時間 (A)

3-3: シクロヘキサンの破過曲線図を利用する方法
相対破過比の導入
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3-4: シクロヘキサンに対する各有機溶剤の相対破過比
(沸点の低い有機溶剤は、相対破過比も小さい）

１．４２ イソプロピルアルコール １．１５ セロソルブアセテート １．７７キシレン

１．６８ イソペンチルアルコール １．６３ ブチルセロソルブ ２．０３スチレン

１．４２ シクロヘキサノール １．２７ メチルセロソルブ １．５４トルエン

０．８８ 1-ブタノール １．８１ 酢酸イソブチル １．１４Ｎ-ヘキサン

１．７０ 2-ブタノール １．６０ 酢酸イソプロピル １．１８O-ジクロルベンゼン

クロルベンゼン １．６４ メタノール ０．０２ 酢酸イソペンチル １．１７

クロロホルム ０．７８ メチルシクロヘキサノール １．３６ 酢酸エチル １．０２

四塩化炭素 １．０６ アセトン ０．５１ 酢酸ブチル １．３７

1,2-ジクロルエタン １．２４ シクロヘキサノン １．８０ 酢酸プロピル １．２８

1,2-ジクロルエチレン ０．８９ メチルイソブチルケトン １．４０ 酢酸ペンチル １．０８

ジクロルメタン ０．２３ メチルエチルケトン １．１７ 酢酸メチル ０．６３

1,1,2,2,-テトラクロルエタン １．５４ メチルシクロヘキサノン １．４０ N,N,-ジメチルホルムアミド ２．１１

テトラクロルエチレン １．４３ メチルブチルケトン １．２４ テトラヒドロフラン １．３３

１．１１ エチルエーテル ０．６５ 二硫化炭素 ０．４１1,1,1,-トリクロルエタン

トリクロルエチレン １．４９ 1,4-ジオキサン １．４２

イソブチルアルコール １．５８ １．７１

ＲＢＴ有機溶剤名

セロソルブ

ＲＢＴ有機溶剤名 ＲＢＴ有機溶剤名
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3-5：有機ガス用吸収缶の破過 （交換時期）の推定の調査を行った

• 破過曲線図の活用：各有機溶剤の相対破過比を参考にする。

• 吸収缶から漏洩してくる臭気を確認する。

• 吸収缶から脱着してくる有機溶剤蒸気を確認：検知管やセンサーを活
用する。

• 吸収缶の質量増加で破過を推定する。

• センサーを取り付けたマスクを用いて検知する。

（試験的に作成したことがある。)

• 使用日数で管理する。
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3-6: 以前は、作業者の顔の大きさの違いを考慮して、防じんマスク、
防毒マスクにおいて、大きさの異なる面体が市販されていたが、現在は、
一つの面体の大きさしか市販されていないようである。そのため、顔面と
マスク面体との隙間が生じ、化学物質がマスク内に侵入、作業者は化
学物質に曝露することとなる。
作業者は面体を装着するたびに、簡便に定性的な漏れ試験を行い、
漏れが少なくなるように装着する指導をお願いしたい。
更に、防じんマスク、電動ファン付き呼吸用
保護具のろ過材の交換にフィルタ交換テス
ターの活用等を期待したい。

  

            

フ ルター  テスター

４：まとめ
１ 化学防護手袋ー使用化学物質に対する化学防護手袋の透過時間をふまえて
選定、交換する。
２ 有機ガス用吸収缶ー低沸点の化学物質の捕集に注意（活性炭に吸着捕集さ
れた有機溶剤が脱着を生じて、作業者が化学物質に曝露することに注意)。臭化メ
チルで経験した低沸点の化学物質の曝露防護について、マスクメーカーに相談して、
吸収缶に薬剤を添加し、反応で捕集する吸収缶を開発した。物質により、吸着でな
く反応で捕集するような検討も必要と考える。
３ 作業者の顔面にあった防じんマスク、防毒マスクの面体が望ましい。そして、作
業者がマスク面体を装着するたびに、顔面に吸い付くかをチェック(漏れ試験)するこ
とが必要と考える。
４ 防じんマスクのろ過材の交換に、フィルタ交換テスターの活用、ろ過材の色見本
を作成し、ろ過材の交換をわかりやすくする。
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